
校訓『なかよく かしこく まっすぐに』 

       

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

７月２０日（水）一学期終業式  
一学期、どれだけ「いいこと考えた！やってみよう！」ができたかの振り返りの後、「自分

だけのルールを決めて、守る」ことを夏休みにしてほしい、と伝えました。「みんなの身近に

いる大人は、自分との約束、自分なりのルールを決め、それを守って生きています。それを

別の言い方で『生き方』と言います。みんなも、少ずつ大人に近づくために、この夏、自分

との約束、ルールを決めて守ってみてください。ほんの少しだとしても、自分の生き方を自

分で考え、そして、自分らしく生きる。そんなことを体験して欲しいです。」と話しました。 

例として紹介した大谷翔平選手は、将来プロの野球選手として活躍することを目指し、高

校時代からたくさんのルールを自分に課しています。その中には「ゴミ拾い」があり、メジ

ャーリーグで活躍している今でも、球場でゴミを拾う姿が見られます。そんな大谷選手のフ

ァンがアメリカにもたくさんいます。「自分らしく生きる」ことは一生の課題でもありますが、

まずは残り数日の夏休み、自分との約束、ルールに従って生活してみて欲しいです。 
 

７月２８日（木）、２９日（金）５年生 野外活動  
３年ぶりに５年生が一泊二日の野外活動に行きました。場所は新城市作手にある大府市野

外教育センターです。もちろん３年ぶりの利用です。本年度は早い段階から、市内統一でコ

ロナ前に近い形で野外活動の再開を決めていました。しかし、その後の感染拡大。心配は無

かったと言えば、嘘になります。しかし、健康管理や感染予防策等を講じて実施し、結果と

して、クラスター等もなく、準備から当日の活動を通じ、５年生として「絆」を作ったり深

めたりすることができました。保護者の皆様のご理解、ご協力に感謝いたします。 

スローガン【 メラメラと 消えない絆 作ろうよ 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♪ 大府市立東山小学校 学校だより ♬ 

 ケ    ヤ    ケ    キ    キ 

令和４年８月２２日 第５１号 

  



「学校だより」のカラー版は、本校ホームページでご覧いただけます。 

 

 

 
 
         

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    
夏休み中にたくさんの工事が施行され、校舎の改造が進みました。 
 

◆照明のＬＥＤ化工事◆  
業者の方にうかがったところ本校 

で大体１０００位の照明機器の取り 
替えを行ったそうです。 
短期間に、一気に取り替え工事が 

ありました。薄暗かった校長室の照 
明もピッカピカです。  

（作業員さんの背中が格好良くて、つい写真を撮ってしまいました。いい感じ↑） 
 
◆職員室の拡張工事◆ 
拡張工事は、昨年度の印刷室等の新設から始まっていました。先に新しい印刷室等を２階の 

ワークスペースに作り、そこへ機器等を移動させ、やっと拡張工事が可能となりました。職員 
室の後ろの戸の位置で間仕切りをし、その後、既設の壁を取り払って職員室を広げていきまし 
た。現在は、床が張られ、塗装が施されています。仕上げ中です。 
 
◆体育館の空調設置工事◆ 
 ２学期における体育館利用への配 
慮なのか、急きょ夏休み期間中の設 
置工事となりました。大がかりな工 
事のため、開放を切っての施行とな 
りました。壁に取り付けた大きなエ 
アコンを稼働させるためには室外機 
も大きくなります。その設置場所作りもあり、大がかりな工事となりました。 
 
◆来客・職員用トイレの自動水栓化工事◆ 
 手をかざすと水が出ます。便利ですが、電動なので、停電には 
弱くなりました。     （ちょっと「顔」に見えませんか？⇒） 
 

◆保健室トイレのバリアフリー化工事◆ 
 入り口を広げ、段差をなくすように床が直されました。 
 

 ご紹介します 

 
 
 
 

読
ま
せ
た
い
本
が
あ
る
か
ら
と 

呼
び
出
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
母
親 

と
会
っ
た
。
高
齢
な
母
な
の
で
コ 

ロ
ナ
が
心
配
だ
っ
た
か
ら
、
長
居 

せ
ず
、
マ
ス
ク
し
た
ま
ま
の
訪
問 

と
し
た
▼
最
近
は
「
家
族
と
上
手 

く
や
っ
て
い
る
の
か
」
や
「
夫
婦 

は
よ
く
話
し
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
」
と 

い
っ
た
説
教
が
多
か
っ
た
の
で
『
夫
婦
円 

満
の
秘
訣
と
は
』
的
な
本
を
渡
し
て
く
る 

と
予
想
し
、
ど
う
言
い
返
す
か
理
論
武
装 

し
て
対
面
に
備
え
た
。
し
か
し
、
予
想
と 

は
違
っ
て
い
た
▼
始
め
に
渡
さ
れ
た
の
は 

料
金
プ
ラ
ン
が
ま
と
め
ら
れ
た
葬
儀
場
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
っ
た
。
死
期
が
近
い
と 

告
白
さ
れ
る
の
か
と
思
い
ド
キ
ッ
と
し
た 

が
「
終
活
と
し
て
式
場
を
予
約
し
と
い
た 

か
ら
」
と
の
た
ま
っ
た
。
そ
ん
だ
け
備
え 

て
れ
ば
長
生
き
す
る
よ
、
と
言
っ
て
お
い 

た
▼
ち
な
み
に
母
か
ら
手
渡
さ
れ
た
本
は 

『
60
歳
か
ら
の
人
生
を
楽
し
む
孤
独
力
』 

だ
っ
た
。
退
職
後
の
息
子
は
独
り
身
に
な 

る
と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
私
の
方
が
先 

に
葬
儀
場
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。 


